
　
１
月
28
日（
土
）の
創
立
１
０
０
周
年
記
念「
い
の
ち
と
平
和

の
集
い
」（
講
師 

森
本
二
太
郎
氏
）の
開
催
を
も
っ
て
、一
連
の
１

０
０
周
年
関
連
行
事
は
終
わ
り
、次
年
度
か
ら
は
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
学
園
創
立
１
０
０
周
年
事
業
は
、単
な
る
式
典
だ
け
に
終
わ

ら
せ
ず
一
年
間
を「
創
立
１
０
０
周
年
記
念
の
年
」と
し
て
学
内

外
を
問
わ
ず
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
最
初
の
取
り
組
み
で
あ
る「
学
園
音
楽
会
」は
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
発
表
会
と
な
り
ま

し
た
が
、引
き
続
き
３
月
末
か
ら
卒
業
生
で
写
真
家
の
桃
井
一

至
氏
に
よ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
写
真
展「
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ 

Ｔ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
」を
３
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
ハ
イ
ド
記
念
館
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
土
日
や
連
休
中
も
開
催
し
、全
国
か
ら
数
多
く
の
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
休
館
な
し
の
開
催
で
し
た
が
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
小
学
校
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
同
窓
生
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、６
月
か
ら
は
近
江
八
幡
市
や
地
域
の
皆
さ
ん
、滋
賀
県

立
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
と
共
に
計
画
実
施
し
た「
近
江
八
幡

百
人
百
景
」で
は
、近
江
八
幡
の
歴
史
風
景
を
撮
影
す
る
だ
け
で

な
く
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
群
な
ど
を
巡
り
、「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
愛

し
た
近
江
八
幡
」を
肌
で
感
じ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
も
地
元
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
が
あ
り
ま

し
た
。

　
学
内
で
は
、
小
学
校
閉
校
事
業
と
併
せ
て
小
学
校
在
校
生
と

卒
業
生
に
よ
る
「
Ｏ
ｎ
ｅ 
Ｗ
ａ
ｙ 

ｔ
ｏ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｌ
ｏ
ｒ
ｄ
」
の

木
彫
り
制
作
、
中
学
生
に
よ
る
探
究
学
習
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
研

究
」
や
高
校
生
と
海
外
交
流
校
に
よ
る
国
際
交
流
企
画
「
コ
ロ

ナ
禍
の
今
こ
そ
、
世
界
の
仲
間
の
想
い
を
知
ろ
う
」
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
に
入
り
卒
業
生
の
写
真
家 

野
口
進
氏
の
ご
協
力
に
よ
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り
、ハ
イ
ド
記
念
館
で「
写
真
で
見
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園
生
徒
た

ち
の
１
０
０
年
」写
真
展
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、卒
業
生
に

と
っ
て
は
懐
か
し
い
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
３
日（
木
・
祝
）に
は
、創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
を

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
平
和
礼
拝
堂
で
実
施
し
２
２
０
名
を
超
え
る
来
賓

を
お
迎
え
し
、当
日
の
参
加
生
徒
や
教
職
員
を
含
め
て
約
２
７

０
名
が
入
っ
た
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、中
高

の
生
徒
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
、教
職
員
も
別
室
で
の
視
聴
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
や
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
も
限
定
配
信
を
す
る

な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
異
例
の
記
念
式
典
と
な
り
ま
し
た
が
、生

徒
た
ち
の
進
行
や
出
演
、映
像
に
よ
る
同
窓
生
や
海
外
の
交
流

校
の
出
演
・
学
校
紹
介
な
ど
に
よ
り
、学
園
の
過
去
や
現
在
の
姿

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
式
典
の
最

後
に
は
、学
園
の
未
来
に
向
け
て「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
み
ら
い
構
想
」

を
発
表
し
、小
中
高
生
代
表
に
よ
る「
未
来
宣
言
」が
力
強
く
発

表
さ
れ
、創
立
式
典
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、学
園
は
多
く
の
卒
業
生
や
地
域

の
皆
さ
ん
、そ
し
て
素
晴
ら
し
い
生
徒
た
ち
・
教
職
員
に
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
１
０
０
年
間
に
深
く
刻
ま
れ

た
歴
史
と
絆
を
振
り
返
り
、先
人
た
ち
や
学
園
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
同
窓
生
の
皆
さ
ん
・
地
域
の
皆
さ
ん
方
に
感
謝
し
、

変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
変
え
る
べ
き
も
の
を
見
極
め
な
が

ら
、次
の
１
０
０
年
の
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
決
意
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※

別
紙
に
ご
寄
付
の
お
願
い
文
書
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
。
同
窓

生
の
皆
様
に
は
特
に「
ハ
イ
ド
館
保
存
の
た
め
」の
ご
寄
付
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園
学
園
長 　会費納入ありがとうございます。宛名表紙裏の振込用紙を切り

取ってご使用ください。同窓会員の増加に伴って管理、活動費など
も多く必要となっています。ぜひ、同窓会活動費、母校への応援とし
て会費納入をお願い致します。
　尚、昨年より同窓会活動のための寄附金のご協力を募っておりま
す。ご協力いただける方は振込用紙にてご入金くださいますようお願
い申し上げます。HPの広告についても引き続き募集しております。
　振込はゆうちょ銀行・滋賀銀行で扱っております。滋賀銀行の場
合には手数料が自己負担となりますので、ご承知ください。

　終身会費   15,000円
　年次会費     3,000円 但し、５回納入で終身会費に切り替えます。
　寄附金  一口2,000円

※振込用紙控えを領収書としております。便宜上、会費納入
　済みの方にも振込用紙を同封しております。ご了承ください。

会費納入のお願い

発行 ： ヴォーリズ学園同窓会事務局
編集 ： 会報部
　　　（〒５２３-０８５１ 滋賀県近江八幡市市井町１７７学校法人ヴォーリズ学園内）
印刷 ： 株式会社ヤマプラ

　クラス、学年、クラブごとなどの同窓会を開催される場合に
同窓会より補助をしています。クラス、学年単位に限りまして開
催案内のためのタックシールを提供しています。学園の窓口で
の申請が必要ですが、遠方の場合は電話で受け付け、確認次第
郵送しています。同窓会開催後、補助金申請書と共に報告
（400字以内）と写真をお送りください。同窓会報に掲載させ
ていただきます。

補助金額：一律 10,000円
　※但し、同団体は会計年度内に1回補助といたします。

申請条件： 
 1.同窓会を行ってから3ヶ月以内の申請であること。
 2.参加人数が1クラスあたり５名以上の規模であること。 
 3.かかった費用が10,000円以上であること。

 4.会報に写真と感想文の掲載を認めること。
  （ただし、紙面の都合で次回まわしや部分カットをする場合
　　　 があります）
 5.添付書類
  ・会場費等領収証のコピー（費用が１万円以上であることの証明） 
  ・会報に載せる記念スナップ写真１枚および感 想文
　　　400字以内（できればデータをCDに入れて提出してください。
　　　 いただいた原稿は返却できません。）
  ・開催にあたり連絡した対象者名簿
　　　（名簿管理にのみ利用します）
お問い合わせ：

所定の申請書に詳細を記入後、添付書類とともに、
郵送あるいは同窓会事務局へ直接提出してください。
申請書はHPよりダウンロードできます。

同窓会の補助申請

Tel. 0748-32-3444　Fax. 0748-32-3974

〒523-0851 滋賀県近江八幡市市井町177
　　　　　　   ヴォーリズ学園同窓会

担当者 ： 堀井 ・ 山中・青木
（直接来られる場合は、本館 1 階の法人本部にお越しください）

同窓会事務局 連絡先

日　時　　2023 年4 月29 日(土・祝 )   11:00 ～ 15:00
場　所　　ヴォーリズ学園教育会館
設　定　　テーブルと椅子を用意しております。飲食物は持ち込み可です。
内　容　　少しですが、ミニコンサート・ビデオレター紹介など準備をしております。

小学校閉校イベント ～ホームカミングデー～

　前号でお知らせしておりました「小学校閉校イベント～ホームカミングデー～」を開催します。懐かしい教育
会館にどうぞお越しください。小学校卒業生だけでなく、この日は「ホームカミングデー」として教育会館を開
放します。時節柄、飲食物についての用意は致しません。お近くのお店で購入されたものの持ち込みは構い
ませんので、ご自由にどうぞ。
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同 

窓
会
総
会

卒  

業
生
の

　
　
　

  

活
躍

よ  

う
こ
そ
先
輩

　
古
希
を
迎
え
た
本
年
、兄
弟
社
高

校
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
２
年
前
か
ら
企
画
し
て
い
た
同
窓
会

も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
延
伸
・
延
伸
。

２
０
２
２
年
７
月
17
日
に
や
っ
と
開
催

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
場
所
は
、同
窓
生
が
経
営
す
る「
居

酒
屋
」（
２
０
１
３
年
と
同
じ
）

　
１
９
７
０
年
に
高
校
を
卒
業
後
、久

し
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
19
名（
卒
業
生
56

名
２
ク
ラ
ス
）。

　
会
場
に
集
う
参
加
者
へ
の
第
一
声「
君
は
誰
だ
っ
け
？
」「
判
ら
ん
？
」面

影
あ
れ
ど
イ
メ
ー
ジ
は
高
校
時
代
。
話
し
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い・
止
め

ら
れ
な
い
。
あ
の
時
、そ
う
言
え
ば
、忘
れ
ら
れ
な
い・・・・
♪

　
恩
師
の
話
・
部
活
・
文
化
祭
の
思
い
出
話
、そ
し
て
孫
と
健
康
の
話
題

で
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
３
年
間
の
短
か
っ

た
高
校
生
活
も「
中
身
が
濃
厚
だ
っ
た
事
」が
確
認
で
き
た
一日
で
し
た
。

同
級
生
っ
て
何
年
た
っ
て
も
良
い
で
す
ね
！

健
康
で
有
り
続
け
る
喜
び
と
再
会
を
誓
っ
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
は
、「
喜
寿
記
念
」で
す
か
ね
♪

　第1部は169名の出席（内119名は委任）をもって会が成立。議事は滞りなく進められ、全ての
事項において可決されました。第2部の記念公演では卒業生のご家族やご友人の参加もあり、
楽しくかつ貴重なお話を聞ける時間を過ごしました。SAP CHANO（茶野邦雄）さん、野口進さ
ん、桃井一至さん、それぞれ3名の方が学園での生活も振り返りながら、現在の写真家としての
生活に学生時代がどのように影響しているかというお話もされました。

　茶野さんはその後、新たなプロジェクトで50年ぶりに高校研修旅行で訪ねたフィリピンに行かれ
ました。人生100年と言われる時代、第2の人生の生き方を考え、定年後海外移住をされたりして
いる方を取材するそうです。お知り
合いの方で現地で暮らしておられ
る方がおられましたらご紹介下さい
とのことです。

同 

窓
会
だ
よ
り

高
校
21
回（
1
9
7
0
年
3
月
卒
業
）

卒
業
生
同
窓
会 

2
0
1
8

2
0
2
2
年
7
月
17
日
12
時
〜 

与
太
蕗（
東
近
江
市
）に
て 

19
名
参
加

幹
事 

吉
村
直
彦

　
６
月
21
日
に
４
名
の
卒
業
生
が
中
学
校
進
路
体
験
学
習
の
講
師

を
務
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

年
々
、同
窓
生
に
よ
る
在
学
生
へ
の
講
演
な
ど
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
同
窓
会
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ご興味のある方は
こちらをご覧ください
（サプール協会HP）

深井 美咲 さん
（中64）　銀行員

岡田 真朋 さん
（中66、高67）　理学療法士

浦野 祐紀 さん
（中59）　会社員　オンライン授業

坪田 達也 さん
（高58）　保育教諭

２０２２年 8月7日 日
2021年度 同窓会総会 を 開催しました
（同窓会では毎年6月1日から翌年の5月31日をもって年度の切り替えをしております。）

サプールのカレンダー
販売しています！

乾 

友
紀
子

（
幼
75
回
、小
51
回
、

中
59
回
、高
60
回
卒
）

祝
・
金
メ
ダ
ル（
２
冠
）

水
泳
世
界
選
手
権
大

会
２
０
２
２

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

イ
ミ
ン
グ
競
技

（
６
／
１８
・
２２
ハ
ン
ガ
リ
ー
ブ
ダ
ペ
ス
ト
）

● 

ソ
ロ・テ
ク
ニ
カ
ル
ル
ー
テ
ィ
ン

● 

ソ
ロ・フ
リ
ー
ル
ー
テ
ィ
ン

八
木 

莉
可
子
（
高
71
回
卒
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の

13
人
」（
き
く
役
）、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ
小
説「
舞
い
あ
が
れ
！
」

（
秋
月
史
子
役
）に
出
演
。

髙
橋 

紘
子
（
小
37
回
、中
45
回
、高
46
回
卒
）

● 

ミ
セ
ス・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
２
０
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
２
日
本
代
表

● 

ミ
セ
ス・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
２
０
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　 

世
界
大
会
Ｔ
Ｏ
Ｐ
１６

道
城 

牧
人
（
幼
64
回
、小
40
回
、中
48
回
卒
）

令
和
４
年
度

「
滋
賀
県
食
品
ロ
ス
削

減
優
良
取
組
表
彰
」

県
民
活
動「
三
方
よ

し
！！
で
フ
ー
ド
エ
コ・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」表
彰

　

Ｇｏ
ｉｎｇ 

Ｎｕ
ｔｓ
！
代
表
取
締
役

伊
庭 

広
人

（
高
40
回
卒
）

ア
ー
ト
オ
リ
ン
ピ
ア
２
０
２
２

２
位 

銀
賞

「
展
望
２
７
２

こ
の
世
界
の

　
　
　 

先
に
」
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中学校高  校

在
校
生
の
活
躍
が
幅
広
く
な
り
、ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
み
で
な
く
、芸
術・文
化・語
学

と
多
方
面
に
亘
っ
て
可
能
性
を
広
げ
て
い
ま
す
。同
窓
会
で
は
未
来
に
羽
ば
た
く
在

学
生
を
応
援
し
ま
す
。

在 
校
生
の
活
躍

第
31
回
全
日
本
高
等
学
校

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
関
西
大
会

第
３１
回
関
西
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

圓
城 

希
帆
（
2
年
）

清
水 

胡
花
（
3
年
）

佐
川 

陽
南
（
1
年
）

田
中 

日
菜
（
1
年
）

仙
波 

柚
葉
（
1
年
）

体
操
競
技
大
会

８
月
13
日
〜
14
日
　
香
川
県

新
体
操
部

第
69
回
近
畿
高
等
学
校

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

11
月
　
大
阪
府

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

本
道
・
錦
谷
　
ペ
ア

男
子
ダ
ブ
ル
ス

石
田
・
平
井
　
ペ
ア

田
中
杏
・
田
中
里
　
ペ
ア

女
子
ダ
ブ
ル
ス

齊
藤
・
梅
田
　
ペ
ア田

中 

杏
奈

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

山
多 

陽
菜

田
中 

里
奈

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会

7
月
27
日
〜
8
月
1
日
　
香
川
県

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

ハン
ド
ボ
ー
ル
競
技
大
会

７
月
29
日
〜
８
月
4
日
　
愛
媛
県

男
子
ハン
ド
ボ
ー
ル
部

卓
球
競
技
大
会

７
月
29
日
〜
８
月
8
日
　
愛
媛
県

卓
球
部

松
山 

時
央
（
3
年
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

川
森 

天
詩
（
1
年
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

１
月
　
東
京
都

川
森 

天
詩

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

松
山
・
河
村
　
ペ
ア

男
女
卓
球
部
（
学
校
対
抗
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

学
校
対
抗

鳥
居
・
綾
部
　
ペ
ア

高
田
・
楠
亀
　
ペ
ア

小
林
・
西
野
　
ペ
ア

寺
本
・
川
森
　
ペ
ア

女
子
ダ
ブ
ル
ス 

学
校
対
抗

女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

学
校
対
抗

川
森 

天
詩

寺
本 

有
羽

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

学
校
対
抗

松
山 

時
央

小
林 

斗
和

綾
部 

エ
リ
キ

第
７６
回 

近
畿
高
等
学
校

　
卓
球
選
手
権
大
会

7
月
16
日
〜
18
日
　
兵
庫
県

卓
球
部

綾
部
・
小
林
　
ペ
ア

織
田
・
西
野
　
ペ
ア

高
田
・
楠
亀
　
ペ
ア

男
女
卓
球
部
（
学
校
対
抗
）

個
人
　
ダ
ブ
ル
ス

中
籔 

拓

川
森 

天
詩

織
田 

駿
乃

個
人
　
シ
ン
グ
ル
ス

第
37
回 

近
畿
高
等
学
校

　
新
人
卓
球
大
会

12
月
24
日
〜
26
日
　
奈
良
県

卓
球
部

令
和
４
年
度 

近
畿
高
等
学
校

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会

７
月
20
日
〜
23
日
　
奈
良
県

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

秋
田
・
河
内
・
眞
野
・
富
澤
・
西
田
・
北
村

女
子
リ
レ
ー

中
嶋 

悠
斗
・
臼
井 

創
太

河
内 

七
菜
・
角
井 

ち
ひ
ろ

個
人
種
目

男
子
リ
レ
ー

小
林
・
中
嶋
・
白
井
・
辻
・
山
本

第
７５
回 

近
畿
高
等
学
校

　
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

陸
上
競
技
部

令
和
4
年
度 

第
41
回

　
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

12
月
　
熊
本
県

男
子
個
人
（
近
的
）

中
村 

幸
希

第
７５
回 

近
畿
高
等
学
校
弓
道
大
会

7
月
23
日
〜
24
日
　
京
都
府

弓
道
部

女
子
団
体
（
近
的
）

林
・
山
本
・
宇
野
・
小
城
・
西
村
・
藤
田

男
子
個
人
（
近
的
）

馬
渕 

陽
之

女
子
個
人
（
近
的
）

北
岡 

花

林 

菜
緒

西
澤 

光
希

岩
井 

詩
月

第
６４
回 

近
畿
高
等
学
校

　
柔
道
新
人
大
会

1
月
 
大
阪
府 

等

柔
道
部

女
子
個
人

佐
々
生 

衣
真

男
子
個
人

熊
田 

匠

三
浦 

大
輝

村
地 

洋
輔

中
谷 

清
澄

伊
崎 

哲
平

小
川 

永
遠

木
村 

颯
杜

高  校

令
和
４
年
度
　
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

12
月
第
75
回
全
国
高
等
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
　
東
京
都

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

藤
井 

心

　
　
　
　
　
（
2
年
）

中
井 

日
菜

　
　
　
　
　
（
3
年
）  

西
山 

響
生

　
　
　
　
　
（
2
年
）

出
村 

綾
香

　
　
　
　
　
（
1
年
）

第
１７
回
全
国
高
校
生

　
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会

12
月
17
日
〜
18
日
　
オ
ン
ラ
イ
ン

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
部

第
７６
回
近
畿
高
等
学
校

　
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

7
月 

和
歌
山
県

水
泳
部

十
亀 

睦
之

小
田
柿 

快
陸

遠
藤 

優
太

山
﨑 

柊
生

川
村 

環

諏
訪 

華
香

山
口 

心
愛
（
高
校
1
年
生
）

レ
イ
ク
ス
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

福
井 

花
（
中
学
3
年
生
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

チアリーダーズの
活躍は

滋賀＋１で
紹介されました！

第
75
回 

全
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

高
等
学
校
選
手

権
大
会

（
春
高
バ
レ
ー
）

１
月
　
東
京
都

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

中
島 

灯
里
（
3
年
）

J
O
C
第
３６
回 

全
国
都
道
府
県
対
抗

　
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

12
月
　
大
阪
府

鈴
木 

円
二
（
2
年
）

令
和
４
年
度 

全
国
中
学
校
体
育
大
会

２
月
　
長
野
県

第
43
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

第
71
回 

近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会

8
月
5
日
〜
6
日
　
奈
良
県

奥
村 

心
優
（
3
年
）

小
倉 

綾
乃
（
2
年
）

水
泳
部

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

上
川 

駿
平
（
3
年
）

             

松
山 

司
（
1
年
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

遠
藤 

寧
々
（
1
年
）

卓
球
部

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

大
塚 

結
月
（
3
年
）

宇
佐
美 

璃
々
南
（
2
年
）

新
体
操
部

令
和
４
年
度 

全
国
高
等
学
校

　
総
合
体
育
大
会

団
体
男
女

個
人中

村 

幸
希

西
澤 

光
希

朝
日 

優
響

第
30
回
記
念 

近
畿
高
等
学
校

　
弓
道
選
抜
大
会

11
月
　
和
歌
山
県

弓
道
部
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　ヴォーリズ学園同窓会は、今年度も皆様のご理解とご協力のもと、コロナ禍のため活動の縮小を継続しております。同窓会の
基本活動方針の主たる目標として次の（１）、（２）、（３）を掲げております。各部より活動報告をいたします。

（１）同窓生の繋がり。情報提供等サービスの充実 
（２）学園との繋がり。学園への支援や行事に関する連携 
（３）在校生との繋がり。在学生への支援・応援など　　

２０21年度後期事業報告

（１）クリエイティブ部　　立岡　希夫
　●同窓会開催補助（０件）
　●同窓会グッズ（ステンレスボトル1,200本）を企画・制作
　●同窓会グッズ（付箋1,000個）追加
　● 卒業記念品としてステンレスボトルと付箋・エコバッグを贈呈
　　小学校（１４名）、中学校（１４５名）、高校（３５７名）　　合計　５１６名

（２）同窓会報部　　田中　康博
　●２０２１年７月第４７号を発行
　●２０２２年３月第４８号を発行
　  ※２０２０年度総会案内・出欠票（委任状）を同封

（２）学園同窓会ＨＰの更新・管理，フェイスブックへの記事掲載
　  学園同窓会ＨＰ・ＦＢについては、川森勇次氏の管理とする

（３）2022年版学園同窓会名簿の作成

（３）プレイグラウンド部　　大野　るり子
　活躍する卒業生・在校生の応援・支援
　●卒業生の活躍を会報やＨＰ、またＦＢで紹介
　●在校生の活躍を会報で紹介するとともに、祝金を贈呈（11件）
　●乾友紀子さんオリンピック出場お祝い（慶弔費として支出）
　●「同窓会カルチャー教室」についてコロナ禍のため休止中

（４）学園との連携事業部　　三原　康郎
 （１）学園との連携事業
　● 学園ヴォーリズデー委員会に出席（第１回のみ：ヴォーリズデー中止） 

　● 学園100周年行事の一環として桃井一至氏の写真展「VOR
　  IES TIME」が学園で開催され、役員は受付などのボラン
　  ティアを行った

（２）各校園の卒業式（高校同窓会入会式含）に同窓会代表
　  として出席（敬称略）
　　入会式     2022年３月  １日（火）小西勉（祝辞）
　　高等学校  2022年３月  ２日（水）八木陽子（来賓）
　　中学校     2022年３月１５日（火）本村隆行（来賓）
　　小学校     2022年３月１７日（木）松山敦司（来賓）

（５）組織づくり部　　松山　敦司
（１）2020年度同窓会総会を2021年８月８日（山の日）に開催新型       
　コロナウィルス感染症拡大のため、規模縮小。Ⅰ部・Ⅱ部とし、懇
　親会は行わなかった。Ⅱ部については、佐藤弘明氏による一人
　 語り＆人権トークの公演。

（２）2021年度総会に向けて役員・準備委員で会議を重ねた準
　 備委員については、36歳・48歳・60歳を中心に役員会への
　 出席頼。卒業生である野口進氏、桃井一至氏の援助を受
　 け、SAPCHANO氏に記念公演の依頼をした。また、野口
　 氏、桃井氏のご厚意により写真展を設置することも進められた｡

（６）ヴォーリズ・満喜子顕彰部　　松宮　貢
　●2022年度開催の学園創立100周年行事、ヴォーリズ記念音楽
　  会への協賛
　●小学校閉校に伴うイベント企画・実施について検討、継続中

ヴォーリズ学園同窓会会員総数
（２０22年３月３１日現在）

上記の数は各校園別の卒業生延べ総数です。学園同窓会会員数
として、重複している方々がいます。また、高校については女学校と
重複している方と単位制では秋に卒業の方がいらっしゃいますの
で、事業報告での卒業生を単純に加算することはできません。会員
数として小学校・中学校・高等学校を加算しています。

計                            　　２４，７６９名

近江兄弟社小学校同窓会会員………………１，８５５名
近江兄弟社中学校同窓会会員………………６，０５１名
近江兄弟社高等学校同窓会会員……………１２，７５１名
近江兄弟社高等学校定時制部同窓会会員……　４９３名
近江兄弟社女学校同窓会会員…………………１１５名
ヴ近江兄弟社幼稚園同窓会会員…………… ３，５０４名

2022年度事業計画

　同窓会は、会員の会費により成り立っています。役員会では、
皆さまからの会費を生かした同窓会運営を思案しています。
皆様への感謝と共に、今後のご理解・ご協力、また同窓会活
動への参加をよろしくお願い致します。
　同窓会の基本活動方針の主たる目標として次の（１）（２）

（３）を掲げます。
　（１） 同窓生の繋がり。情報提供等サービスの充実
　（２） 学園との繋がり。学園への支援や行事に関する連携。
　（３） 在校生との繋がり。在学生への支援・応援など。

（１）クリエイティブ部　　　部長　立岡　希夫
同窓生サービスの為の事業

（１）各学年、クラスでの同窓会の開催補助
     （但し、同団体について1年に1回の補助とする）

（２）卒業生（小中高）へ卒業記念品を贈呈
（３）同窓会グッズの販売など

（２）同窓会報部　　　部長　田中　康博
（１）名簿管理、㈱サラトとの契約を継続 ※名簿作成費前期出金
（２）同窓会ＨＰ・フェイスブックの更新
　  （川森勇次氏に管理を委託）

（３）会報の発行2022年７月４９号 発行
　　　　　　  2023年３月５０号 発行

（４）2021年度同窓会総会の案内

（３）プレイグラウンド部　　　部長　堀川　徳子
（１）活躍する卒業生・在校生の応援・支援
　  （同窓会ＨＰと連携。会報などによる卒業生の紹介

（2）「同窓生カルチャー教室・コンサート」を企画、開催
　  （コロナ禍との調整）

（４）学園との連携事業部　　　部長　三原　康郎
（１）ヴォーリズデー（委員会）への参加
（２）小・中・高等学校卒業式、高校同窓会入会式の出席
（3）学園管理職と役員との懇親会（学園と検討・コロナ禍のため休止中）
（4）女学校、高等学校定時制部との懇親（学園と連携）
　  ※組織づくり部から移動

（５）組織づくり部　　　部長　小西　勉
（１）2021年度同窓会総会の開催、2022年度総会準備
（２）関東支部同窓会の開催（関東支部開催代表：浅居正信氏）
（３）２か月に１度の役員会の開催

（６）ヴォーリズ・満喜子顕彰部　　　部長　松宮　貢
（１）ヴォーリズ記念音楽会の協賛
（２）学園史編纂の一部、同窓会史の探究（継続）
（３）小学校閉校に関するイベント企画・準備

２０22年度 同窓会役員

杉本　直美   幼６１　 伴　　美希　 幼７３　中島　　薫 　小２２
中島　雅子   小２３　 小山　紀子　 小５７　棚部　佑香 　中５４
小山　高介   中５８　 榎木　優香　 中６５　大谷  あづき　中６６
影山　皓汰   中６７　 衛藤久美子　 高３０　深尾　敏子 　高３０
安川　千穂   高３５　 吉井　昭子　 高４０　清水　由子 　高４１
冨永　　舞   高５０　 池田恵美子　 高５２　飯田　安津 　高５４
平田裕一郎   高５４　 八田　和晃　 高５５　三谷麻理子 　高５６
衛藤　　聡   高５７　 田中菜津美　 高５７　坪田　達也 　高５８
西村　和樹   高５８　 太田　香織　 高５９　北川　卓実 　高５９
橋本真奈美   高５９　 塩貝　陽香　 高６０　保知　一樹 　高６０
三浦　　優   高６０　 小池奈那子　 高６１　岡田　和香 　高６１
下柳田由希   高６１　 平岩早矢加　 高６１　山岡　玲央 　高６２
東岸　将貢   高６２　 西堀　結衣　 高６２　駒井　麻穂 　高６３
山口　知華   高６３　 小林　加奈　 高６４　角　　翔太 　高６４
土井　美樹   高６４　 漁師　圭香　 高６５　東　　優花 　高６６
脇　　萌乃   高６６　 大川　広海　 高６７　住谷　　萌 　高６７
髙橋　瑞生   高６７　 村井　寛奈　 高６８　三輪　千聖 　高６８
原田　　椋   高６９　 辰井　虹巴　 高６９　鎌田　将史 　高６９
青木香麻利   高３３
山中　昭美   高３３
道城　康代   高４４
北村　典子   高４７
西川　　愛   高４０
梅本　彩加   高５８

顧　問

会　長
副会長

（各部長）
会計監査

役　員

学内役員
（学園職員）

副事務局長
事務局長

事務局

会　計
事　務

桃井　一至　 高３７　久野　智行　高４７　 増田　智美 　高５６

各校園部長

関東支部補佐
関東支部長

関東支部担当

幼稚園
小学校
中学校

高等学校
女学校・高校定時制

増田 ひとみ　 幼３８
檜山　秋彦　中１１
徳永　久志　中３２
武倉　克晃　 高６
伊藤　裕子　定２２
河野　　悠　高１４
浅居　正信　高４１

長谷 川郁子　高５　  益田　学　 　高15　  池田　健夫　 中１１
益田　　学　高１6
小西　　勉　高２５    
松山　敦司　高４０  田中　康博　高２６　  堀川　徳子　中４７
立岡　希夫　高３２  松宮　　貢　中３４　  三原　康郎　高４０
大原　義彦　中２６　 本村　隆行　高３３  

　　　友子　 幼　　 松永　圭子　 幼５１　 大上佐和子 　小２７
嶋影　淳子　 中１８　 三崎　清治　 中３０　 三崎　圭三 　中３２
道城　牧人　 中４８　 佐藤   理恵　 中４９　 野口　陽平 　中５２
田中　浩一　 高９　  佐藤　弘明　 高１５　東森　俊之 　高１５
淵上　清二   高１８　 徳田　　望　 高２６　森田   一生 　高２７
大野 るり子　 高２８　 馬場　啓壮　 高３０　東　　啓子 　高３３
新家　美静   高３３　 武村　清秀　 高３８　徳永　洋子 　高３８
今井　久文   高４０　 川森　勇次　 高４０　瀧井真藤香 　高４０
南　　雅樹   高４０　 足立看菜子　 高４１　川嶋　勇次 　高４１
長尾　令子   高４１　 山田祐貴子　 高４２　小井  ひとみ 　高４３
千田　敦子   高４３　 下村　　愛　 高４４　中島左和子 　高４４
八木　陽子   高４５　 冨田　朋代　 高４７　岸田真由紀 　高４７
髙井　　傑   高４７　 堀井　規弘　 高４８　松岡　幸代 　高４９
内堀　奏江   高５２　 東　　昌吾　 高５６

役　職　　　　氏　名   　 卒・回 　　氏　名 　　 卒・回 　　氏　名 　　 卒・回

※学内職員は３月に変動あり
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第１章　総則
第１条　本会はヴォーリズ学園同窓会と称し、その事務局を 　
　　　ヴォーリズ学園内に置く。
第２条　本会はヴォーリズ学園の精神に基づき会員が協力して
　　　会員相互の福祉を増進し、母校の発展を図ると共に会
　　　員相互の連絡を密にし、親睦をはかることを目的として、
　　　下記の事業を行う。
　（１）名簿・会報の発行
　（２）講演・懇談会その他の会合の開催
　（３）母校の諸行事への賛助
　（４）その他本会の目的を達成するために必要な事業

第２章　会員
第３条　本会は下記の会員からなる。
　（１）普通会員：ヴォーリズ学園（VECC、小学校、中学校、高等
　　  学校、同定時制部及び女学校）を卒業した者
　　  ※VECC（Vories EduCare Center）については、２０１５年度卒
　　  　までの園児とする。
　（２）特別会員：本学園の教職員および旧職員

第３章　役員・事務局
第４条　本会に下記の役員・事務局を置く。
　（１）顧問：若干名
　（２）会長：１名
　（３）副会長：各事業部長
　（４）各部長：関東支部長・各校園部長
　（５）事務局長：１名
　（６）副事務局長：１名
　（７）会計：１名
　（８）役員：学外役員及び学内役員（学内役員は学園に勤める職員）
　（９）監査：２名
　（10）事務局：若干名（事務局長・副事務局長・会計を含む）
第５条　役員の任務は下記による。
　（１）会長は会務を統轄し、本会を代表する。
　（２）副会長は会長を補佐し、会長に事故のあるときはその職
　　　務を代行する。
　（３）事務局長、副事務局長および会計は会務を分掌する。
　（４）役員は会長の諮問に応ずる外、会員を代表して事業の
　　　企画運営にあたる。
　（５）監査は本会の会計等の監査にあたり、その結果を総会に
　　　報告する。
第６条　役員の選任は下記による。
　（１）会長・副会長は役員会において選出し、総会で定める。
　（２）事務局長、副事務局長、会計および監査は会長が委嘱する。
　（３）役員は第４章に定める部会長、支部長および事業部長　
　　　と、会長が委嘱する者とする。
第７条　役員の任期は下記のように定める。
　（１）役員の任期は２年とし、重任をさまたげない。

第４章　部会、支部および事業部
第８条　本会には次の部会、支部および事業部を置く。
　（１）部会：こどもセンター部会、小学校部会、中学校部会、高
　　　等学校部会、高等学校定時制部会および女学校部会

　近江兄弟社小学校（・中学校）は1943年に開設（1953年3月・第1回卒業）され、これに伴い女学校が募集停止となりました。
清友園幼稚園は1922年に県より認可されています。（幼稚園を卒園しても小学校が無いために上がれず、その後、中高を卒業さ
れている方々がおられます。）ようやく幼稚園からスムーズに上がれた小学校でしたが、2023年3月（2022年度・第71回卒業）を
もって閉校することとなりました。
　4月29日(土・祝)の「小学校閉校イベント」に向けて第30回卒業生（合計383名）までの方には往復ハガキでお知らせをしまし
た。多くの方からメッセージの返信（メールやHPへの書き込み）をいただきました。お一人お一人の思い出が小学校の歴史を辿
る貴重なメッセージとなりました。皆様、ありがとうございました。4月には多くの方々によって、もっと話に花が咲くことを楽しみ
にしております。

　（２）支部：関東支部
　（３）事業部：クリエイティブ部、会報部、プレイグラウンド部、学園と
　　  の連携事業部、組織づくり部およびヴォーリズ・満喜子顕彰部
　    また、年度において臨時の事業部を置くことができる。
第９条　部会、支部および事業部にはそれぞれ部会長、支部長
　　　　および事業部長を置き、兼務を妨げない。
第１０条　部会、支部および事業部の設立および廃止に関する
　　　　 ことは役員会において定める。

第５章　総会および役員会
第１１条　
　１．総会は本会の最高会議とし、原則として毎年８月に開く。
　２．会員５０名以上の要求があった場合、または役員会が必要
　   と認めた場合、会長は臨時総会を招集することができる。
　３．総会の定数は会員の0.1％以上とし、議決は出席者の過半
　   数をもって成立する。
　４．総会の開催においては、準備委員（３６歳、４８歳、６０歳　
　　の代表）を置き、準備委員会を設ける。
第１２条
　１．役員会は必要に応じ開催し、やむを得ない時は役員会の決議
　　を以て総会の決議に代えることができる。ただし会長は次の
　　 総会においてこれを報告し、その承認を求めなければならない。
　２．役員会の定数は１０名以上とし、議決は出席者の過半数を
　　もって成立する。

第６章　顧問
第１３条　本会に顧問若干名をおくことができる。
第１４条　顧問は会長が委嘱する。
第１５条　顧問は会長の諮問に応じ、各種会議に参加する。
第１６条　顧問の任期は特に定めない。

第７章　会計
第１７条　本会の経費は入会金、会費、寄付金およびその他の
　　　　 収入を以てこれにあてる。
第１８条　入会金は入会の時に納める。
第１９条　会費は終身会費および年次会費とする。ただし、年次
　　　　 会費５回相当分を以て終身会費とする。
第２０条　入会金および会費の額は役員会で定める。
第２１条　本会の会計年度は６月１日に始まり、５月３１日に終る。
第２２条　部会、支部会、クラス会等開催する場合は本会から
　　　　 補助金を交付し、その場合、事務局に原稿を以て同
　　　　 窓会の報告をするものとする。但し、補助金につい
　　　　 ては、一律10,000円とし、同団体は会計年度内に
　　　　 1回補助するものとする。

付則
第２３条　この会則の改正は役員会の決議によって行い、会長
　　　　 が定める。

ヴォーリズ学園同窓会会則

入 会 金：  8,000円
年次会費：  3,000円
終身会費：15,000円

その他寄附行為として
一口 2,000円を設ける。

2016年 4月30日
2017年 4月22日
2017年 8月  6日
2019年 8月10日
2021年 8月  9日

1990年 2月  4日
1998年 5月25日
2001年 3月24日
2011年 4月23日
2013年 2月  9日

改正：
制定： 1970年 4月11日

小学校ありがとう一言メッセージ

　小学校が無くなるとか淋しいかぎりです。
第１期生です。友人が次々といなくなる様な
気持が重なります。
　メレル先生と満喜子先生に感謝です。

北沢（生駒）恭子（第１回卒）

　清友園から新制小学校の第1期生として
入学した。町の小学校に行くものと思ってい
たのに７才にしてびっくりした。３０人弱の同
期生は殆ど幼稚園からの友らで凄く仲良し
であった。修学旅行が東京・軽井沢で驚い
た。県下の公立校は伊勢志摩が普通だった。
一柳満喜子先生の厳しくも優しいお教えの
お言葉の（善悪の躾け）数々は今も忘れられ
ない。卒業後の同窓会は近江２８会と名付
け、今も数十年続けている。卒業生２７名中１
５名の出席が有る。

柴田　雄（第１回卒）

小学校第1回卒業生、想い出多く感謝してお
ります。（当日）楽しみにしております。

橋本　圭司（第1回卒）

　小学生の頃の一番の思い出は、町の子供
たちとは、すれ違い乍ら逆方向に通学してい
ました。皆と一緒でなくてもいいよ！と教わっ
た様な気もします。学園での学びでは、今も
目を閉じて手を合わせるとイエスさまが心の
中におられることです。感謝です。

大島（伴）愛子（第1回卒）

　（4月29日に）参加したいのですが出られな
くなりました。皆さまによろしくお伝え下さい。

山元（駒井）敏子（第2回卒）

　このお知らせを聞いて寂しく思います。小
学校時代を思い浮かべて懐かしく思います。
ありがとうございました。

北村（福永）和子（第3回卒）

　幼小中と12年間、特に小学校は半分の6
年間お世話になり一番印象強く残っており
ます。人格を形成してくれた学園に感謝。
益々のご発展を祈念致します。

吉川　俊海（第4回卒）

WILL THE CIRCLE BE UNBROKEN!
太田　幹（第4回卒）

　一番長い思い出の多い時代でした。
梅村　勇（第5回卒）

　あの頃高校生の人たちが、すごく大きい
お兄さんお姉さんに見え一緒にやる運動会
は一層楽しかった思いがあります。また音楽
の時間は満喜子先生のお住まいで行われ、
その時小雨の中を楽器のドラムを運んで、先
生から、自身と担当の先生が、すごく怒られ
て、物を大切にすることがいかに大事かを教
えられました。

東森　俊之（第6回卒）
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　こんにちは。色々企画してくださりありが
とうございます。長い６年間でした。年をと
ると１週間はあっという間でしたが、当時は
とても長く、楽しい時もあり、逃げ出したい
ような時もありました。私の基礎が出来た
小学校生活でした。お世話になった先生、用
務員の方々、お疲れ様でした。

江川　由美（第16回卒）

　クリスマス、能登の修学旅行、学芸会、運
動会…。楽しい６年間の思い出がいっぱいで
す。給食も昔なのにすごくおいしかったイ
メージがあります。ありがとう、小学校!!

安田　行（第16回卒）

　昨年（２０２２年）、ハイド記念館と教育会館
を訪ねる機会をいただきました。窓、柱、校
庭の木々…見ている内に小学校の時代の思
い出が色付きでよみがえってきました。近江
兄弟社小学校での一こま一こまは、いつま
でも心の中に生き続けるものと思っていま
す。ありがとうございました。

保知　比佐士（第17回卒）

　小学校1年終了時に京都から転校し、最
初はすぐになじめませんでしたが、少人数で
友だちの名前もすぐに覚えられ、徐々に楽し
い学校生活が送れるようになりました。今
年度末をもって閉校という知らせを受け、さ
びしい気持ちがありますが、小学校で学ん
だことを礎にして今後も歩んでいきたいと
思います。長い間ありがとうございました。

八川　紳一郎（第15回卒）

　小学校が閉校するとのこと、残念です。講
堂、教室、クリスマス礼拝、先生方、そして一
柳満喜子先生の英語の授業…。思い出はつ
きません。素敵な校舎はどうなるのでしょう
か？なつかしい6年間の思い出をありがとう
ございました。帰省の際には訪ねたいと思
います。

谷川（山田）雅子（第15回卒）

　マンモス校から転校し、３年強お世話にな
りました。先生とのキョリが近く、私自身い
い時間を過ごしたと感じております。
今日のような状況は非常に残念でなりませ
ん。色濃い思い出が造れた大切な期間とな
りました。

古川　壽宏（第15回卒）

　１９５７年３月１９日・近江兄弟社幼稚園卒
園。１９６３年３月２２日・近江兄弟社小学校卒
業。９年間を近江兄弟社学園で少人数の教
育環境で過ごせた事は今思えばすごく贅沢
な学校生活でした。ありがとう！そして用意し
て下さった母校でのひと時を楽しみます。聞
いていた閉校…しかし母校へ行ける案内を
頂いて残していた保育証書と卒業証書（式
順序も）と卒業記念に頂いた茶表紙のアル
バムを見ています。高齢になってこの門をく
ぐる時が来るとは…。懐かしく感無量です。
６０年ぶりに教育会館正門前に行きます。こ
の機会を作って下さった事務局の方達に感
謝の気持ちで一杯です。

岡田（福地）裕美（第11回卒）

　令和元年に小学校の同窓会（小11）を５５
年ぶりに無性に開きたくなり立ち上げ、皆様
に連絡致しました。令和元年に１３名、令和４
年に１１名出席を賜りました。皆様からの喜
びの声に感謝の気持ちで一杯です。近江八
幡は観光客も多く、２次会をと思っても事前
予約出来ません。今回の同窓会のような場
所をご提供いただければ嬉しく思います。

西川　正幸（第11回卒）

　卒業生として閉校はとても残念です。今で
も学園の玄関付近景観、一柳先生、奥村先
生はよく覚えています。学園の今後の発展を
祈ります。

平尾　誠（第12回卒）

　楽しかった六年間でした。千葉県に住んで
いますが、（４月２９日）参加したいと思います。

藤川（安田）央（第14回卒）

　３月で小学校が閉校されるとのことを聞き
驚いています。当方、昭和３８年？に卒業した
と思います。６０年ぐらい前の話で記憶が定
かではありません。しかし、ヴォーリズ建築
だった幼稚園の建物が残されていて、なつ
かしく思います。昔のものがどんどんなく
なっていく中でありがたいことです。校章の
OMIも昔、かっこいいデザインだったと思い
出しました。アルバムを探し出してきてみる
と、記念写真で、一柳満喜子先生がおられる
ものがありました。懐かしさでいっぱいです
ので、参加予定でお願いします。　

安田　成（第11回卒）

　私は昭和２６年に入学し、昭和３３年に卒業
しました。小学校在籍７年という少し変わっ
た在学期間でした。病弱で、例えば１年生の
とき「はしか」にかかったのですが、およそ１ヶ
月間欠席が続きました。また４年生の１学期
半ばに病気になり、翌３月まで休学しました。
つまり４年生の学習は全くといっていいほど
習得できませんでした。５年生になるとき、先
生方はそのまま進級するようにおっしゃった
ようですが、親たちは「このままでは学力に
ついて行けない」と判断し、私には内緒で留
年を願い出たようです。私は「勉強できてな
いからもう一度４年生を」と言われ、進級でき
るとも思わず、７年間在籍することになりま
した。そのため兄弟社小学校では珍しく、合
計約４０名の同級生が出来、ときおり前の学
年の友人たちとも交歓したのを覚えていま
す。当時は複雑な気持ちでしたが、結果、７
年間在籍させていただき感謝しております。

中村　徳雄（第６回卒）

　勿論、習った先生はご存命ではなく、建物
と築山とメタセコイアなど周辺の景色にノス
タルジアを味わう為に伺います。
　ヴォーリズ精神は残っていますか？

西川　允（第6回卒）

　小学校の思い出は給食です。偏食だった
私はこの時間が近づくと不安でたまりません
でした。教室の窓から高校生や中学生が運
動している姿がみられて他の学校にはない
経験は後々まで良い思い出となっています。

江口（横川）滋子（第７回卒）

　小学校が断絶してしまうことは誠に悲し
い気持ちであります。５年生の時に担任の先
生から将来の進むべき道を示していただき
実行できたことは今も感謝しています。また
学園長の厳しい戒めも人生の中で時々浮か
んできては自身を律するものとして生きてい
ます。個性重視の少人数教育の精神が現在
の商業主義に駆逐されることは残念でなり
ません。昔の仲間との絆を大切にしていこう
と想っています。

井上　齋（第７回卒）

　小学校想い出の一つは、学園校舎で行わ
れていた「日曜学校」。中・高の先生方が理科
や社会等の教科エピソードを交え、イエス様
のお話をされたこと。わたしの人生を豊かに
したロールモデルとの出会いでした。

小山　哲夫（第9回卒）

　私は小学校6年の1年間と中学校３年間を
旧校舎で学びました。当時、満喜子先生の授
業を受けたり病床のヴォーリズ先生にお出
会いする事がありました。学校行事はなつか
しい思い出が沢山あり、それは宝物でもあり
ます。今、私の孫は４人共ヴォーリズ学園の
もりの風こども園で育ちました。守山の地か
ら学園の発展をお祈りしております。

瀧（上野）啓子（第10回卒）

　２３人のクラスで6年間、本当にお世話に
なりました。その価値が年齢を重ねて最近
益々感じられます。当日は極力参加させて頂
きたいと思っています。

西川　公二（第9回卒）

　INTO MY HEART―これはとてもメロ
ディがシンプルで美しい英語の歌です。無伴
奏で先生の歌声を聴き、お顔、口元を見なが
ら、みなで何回となく歌いました。私は今、教
会の主日礼拝の後奏で時々この曲をリード
オルガンでひかせていただいてます。ある人
が「祈りのようだ…」と言ってくださいまし
た。私の一生の宝物です。満喜子先生、あり
がとうございました。

八尾　和彦（第8回卒）

　今でも小学校時代の同級生の顔を思い出
します。少数での一学年だったからだと想い
ます。我ら等の学び舎が歴史を閉じたのは
残念です。

北村　里志（第9回卒）

　生涯の友を得られた事を感謝！！彼らと今も
月に１・２度会って食事を楽しんでます。やん
ちゃ坊主も後期高齢者に!!　
アッハッハ…

小泉　三郎（第9回卒）
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　私の心の中にある宝箱です。この先もつ
づく…

今井（西川）昌江（第28回卒）

♫主われを愛す 主は強ければ われ弱くとも 
恐れはあらじ わが主イエス ～～ われを愛す

（讃461）
　教育会館に響く全校生徒で歌うさんびかの
歌声。これが私の原点だと感じています。現
在、教会の礼拝で奏楽（オルガン）の奉仕をし
ています。小学校で過ごした六年間の日々は、
心の中にある“宝物”です。この宝をこれから
も大切に生かして歩んでまいりたいと思いま
す。ありがとう!兄弟社小学校!

森下（奥村）瑞穂（第28回卒）

　幼小中高とお世話になりました。特に小学
校の想い入れは格別にて、１番素敵なカテゴ
リーでした。僕等の同級位な輩達は、是非と
もに復活を願うべく、集まっていたのです
が、叶わぬ儚き夢と散りゆく定め…。唯、あ
そこに居た先生方は忘れません。大西・辻・伊
音・山本・仁村・北脇・浦谷…。皆様にお逢い
出来る事を楽しみにして冬を越えます。

北脇　証（第30回卒）

　小学校の６年間はいつでも思い出せるく
らいに楽しい物でした。閉校は寂しいです
が、いつでもみなさんとはつながっていられ
ると思っています。本当に有り難うございま
した!!

野田　有寿華（第50回卒）

　たくさんの思い出の詰まった近江兄弟社
小学校。なくなってしまうのは寂しいです
が、兄小で学んだことをこれからも胸に、色
んなことに取り組んでいきます。

椰木（齋藤）春奈（第51回卒）

　兄弟社小学校でたくさん学んだ事が今の
自分になっていると思っています。たくさん
の経験、たくさんの思い出をありがとうござ
いました。

西藤（齋藤）秋奈（第52回卒）

　本当にいつも私達の心に残り続けます。
小学校で過ごしたたくさんの思い出は私達
の宝物で一生ものです。たくさんの素敵な
思い出をありがとう。閉校本当に寂しいで
す。ずっと大好き兄小!

吉原　瑠花（第58回卒）

　小学生として、教師として近江兄弟社小
学校で過ごした日々は私にとって大切な宝
物です。ここでの経験や学びが今の私の核
となっています。感謝です。

中島　薫（第22回卒）

　クリスマスの英語劇、黄色い体操服、卒業
制作「前進」、岡本羊一先生、小豆浜の林間
学校、男10人、女9人の同級生、ソフトボー
ルの試合で八幡小に勝ったこと、北陸への
三泊四日の修学旅行、土曜日休み、自転車
通学…ほとんどすべてのことが進学先の八
幡中でビックリされました。自分ではフツー
と思っていたのに。たくさんのいい思い出を
ありがとう!!

石濱　徹義（第24回卒）

　近江兄弟社小学校がその長い歴史の幕を
閉じると聞き、さびしい思いでいっぱいで
す。良き思い出をたくさんありがとうござい
ました。

田巻　昇平（第26回卒）

　兄弟社小学校の閉校はとても悲しいです
が、私、そして子達（兄妹）が沢山の思い出を
頂きました。本当にありがとうございました。

中森（田中）由美（第27回卒）

　満喜子先生に、英語を習いました。緊張し
ましたが、英語が好きになりました。生徒数
18名の小さな学年（クラス）でしたが、6年
間家族のように過ごしたと思います。

徳田　望（第17回卒）

　満喜子先生に習った英語。小学生から高
校生にバトンを繋ぐ運動会での一貫レース
等。沢山の想い出ありがとう。
　昭和45年3月卒業（昭和32年6月生ま
れ。幼稚園から中学校までお世話になりま
した。）

岡田　貢（第18回卒）

　小学校がなくなってしまうのは本当に寂し
いです。学校が終わるといつも皆で隠れん
ぼをしてから帰ったことが今でも思い出され
ます。

田上（井田）圭子（第20回卒）

　小学校の６年間の日々は、今でもたまに思
い出すくらい大切な想い出になっています。
閉校はとても寂しいですが、大事な想い出は
ずっと心に残していきたいです。

池下　菜都美（第58回卒）

　兄小は思い出が沢山あります。“つなが
り”をこれからも大事にしていこうと思いま
す。今日はとても楽しい時間でした（２０２２年
８月７日）

津田　直子（第58回卒）

　楽しい思い出が沢山です。ありがとうござ
いました!!いつまでも大好きです。

西澤　結衣（第58回卒）

　閉校はすごく残念な気持ちでいっぱいで
す。しかし、７５年という長い長い歴史はこの
先もずっと語り継がれると思います。卒業生
の一人としてこの場に参加できて良かった
です。ありがとうございました。

中村　行深（第58回卒）

　近江兄弟社小学校、たくさんの思い出を
ありがとう。

磯野　小春（第62回卒）

　楽しい思い出がいっぱいです。近江兄弟
社小学校が母校で良かったです!

磯野　員昌（第63回卒）

バモス！！近江兄弟社!!
西川　朋宏（第63回卒）

ボーノ!グラッチェ!近江兄弟社小学校!!
吉原　有星（第63回卒）

　温かみのある小学校で過ごした６年間は、
一生の宝物です。閉校してしまうのはとても
悲しいですが、感謝の思いで一杯です。本当
にありがとうございました。

野田　華寿紀（第64回卒）

　近江兄弟社小学校で過ごした６年間が今
の私を形作っています。たくさんの素敵な思
い出をありがとう!

磯野　日和（第65回卒）

　僕はこの近江兄弟社小学校でとても大切
なことを学びました。それは人を思いやれる
心、優しい心、利他愛です。祈りから始まる
日々の中で幸せな毎日を過ごさせていただ
きました。

田代　祐介（第66回卒）

　小学校入学から卒業までたくさんの先生
方や友達に支えられた思い出に残る時間を
過ごしました。小学校閉校は私にとって悲し
いものですが、過ごした日々が私たちの心に
残ることを祈ります。
　本当にありがとうございました。

松野　凛（小68回卒）

　私の人生のうちの６年間、目一杯楽しく過
ごさせてくださり本当にありがとうございま
した。一生ものの体験、思い出は何物にもか
えられません。本当の本当にありがとうござ
いました。

村上　絢音（第68回卒）

　一番の思い出は“ビワイチ”です。修学旅
行とか、学習発表会とか兄小ならではの経
験ができて良かったです!

林　和樹（第68回卒）

　私たちの母校がなくなるのは悲しいです
が、今日来られてよかったです。（２０２２年８
月７日）

西井　ひかり（第69回卒）

楽しい思い出をありがとう。
石田　晃伸（第69回卒）

All for one, One for all.
岡田　未来（第58回卒）
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近江兄弟社小学校からのお知らせ

アーカイブエリア 開設
　近江兄弟社小学校閉校後に“アーカイブエリア”を開設します。近江兄弟
社小学校の思い出に包まれる空間新たなつながりを生み、集える空間とし
て、浅小井キャンパス・グロリアホールに“アーカイブエリア”を開設します。
以下の通りオープニング行事を計画しています。
※3/18～3/21に来校された方には閉校記念のカレンダーをプレゼントします。

オープニングセレモニー

●３月１９日(日) 元教職員による特別プログラム(特別授業)
  ＡＭ ①10：30～11：00 　ＰＭ ③13：30～14：00
         ②11：15～11：45　　　 ④14：15～14：45
●３月２０日(月) 　　 写真ＣＤのスライドショー、ＤＶＤ
  10：00～15：00    塚本ひらきさんコンサート(ＰＭ)
●３月２１日(祝・火)　ミニコンサート
  13：30～15：00    (１コマ１５分程度、お一人１～２コマ)

アーカイブエリア「特別公開」

　本当に楽しい６年間で数えきれないほど
の思い出ができました。あのメンバーでこの
小学校を卒業できてとても良かったと思い
ます。

猪田　晄生（第69回卒）

　私にとって近江兄弟社小学校はとても良
い場所だったと思います。少人数だからこそ
行うことができたこと。６年間クラス替えが
なく、クラス全員仲良くすることができたと
思います。小学校のおかげで今の私がいる
と思います。ありがとうございました。

織部　真子（第69回卒）

　人数が少ないなどがあったのですが、とて
も楽しい小学校生活でした。みんなと毎日会
うのが楽しくて、本当に自分的に楽しくて友
達関係も良かったと思います。ありがとうご
ざいました。

田代　恵実（第69回卒）

　転校してから毎日楽しくて、今までであっ
た先生の中でみむ先生が一番好きです。約１
年ちょっとでしたが本当にありがとうござい
ました。兄小のみんな大好き！！

瀧川　瞳（第69回卒）

　くだらない話しにもつき合ってくれたのが
うれしかったです。ありがとうございました。

小垂　史季（第69回卒）

　
２
０
２
２
年
12
月
５
日（
月
）、講
師
に
同
窓
生
の
佐
藤
弘

明
氏（
近
江
八
幡
人
権
啓
発
講
師
団
講
師
、元
人
権
擁
護
委

員
、市
人
権
尊
重
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
等
）を
お
招
き

し
て
、人
権
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。誰
に
も
良
い
と
こ
ろ
は

必
ず
あ
り
、自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
発
見
し
、人
か
ら
愛
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
で
、周
り
の
人
に
優
し
く
接
し
、人
を

愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

（
小
学
校
よ
り
）

小 

学
校
人
権
学
習
会

卒
業
生
を
偲
ん
で

　
林
潤
氏
は
近
畿
日
本
鉄
道
の
事

務
取
締
役
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

御
社
の
初
代
社
長
は
廣
岡
惠
三
氏
、

一
柳
満
喜
子
先
生
の
兄（
一
柳
末
徳
氏

の
三
男
）で
す
。そ
の
不
思
議
な
ご

縁
か
ら
、一
九
九
七
年
、社
内
誌「
ひ

か
り
」（
前
編
・
後
編
）に「
当
社
初

代
社
長
廣
岡
恵
三
氏
と
恩
師
ウ
イ

リ
ア
ム・メ
レ
ル・ヴ
ォ
ー
リ
ズ
先
生
、一

柳
満
喜
子
先
生
と
の
こ
と
」と
題
し

て
寄
稿
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　「
近
江
商
人
の
発
祥
地
と
し
て
知

ら
れ
る
滋
賀
県
近
江
八
幡
に
生
ま

れ
た
私
は
、祖
父
と
父
の
二
代
に
わ

た
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
さ
ん
と
の
係
わ
り

か
ら
、戦
争
中
の
国
民
学
校
を
の
ぞ

い
て
、当
然
の
ご
と
く
、戦
前
の
幼
稚

園
、戦
後
の
新
制
中
学
、新
制
高
校

と
足
か
け
九
年
に
わ
た
っ
て
、ヴ
ォ
ー

リ
ズ
氏
と
夫
人
の
一
柳
満
喜
子
さ
ん

が
、理
想
教
育
の
実
践
を
し
て
い
た

教
育
機
関『
近
江
兄
弟
社
学
園
』に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
大

学
を
経
て
、縁
あ
っ
て
昭
和
三
十
三

年
近
畿
日
本
鉄
道
の
一
員
に
な
り
ま

し
た
、（
中
略
・こ
の
間
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

氏
・一
柳
満
喜
子
さ
ん
に
つ
い
て
詳
細

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
）当
社
に
報
職

し
て
以
来
、既
に
三
十
九
年
目
と
な

り
、役
員
の
末
席
を
汚
し
て
い
ま
す

が
、幼
年
時
代
を
清
友
園
幼
稚
園

で
、一
柳
満
喜
子
園
長
の
愛
情
豊
か

な
幼
児
教
育
を
受
け
、不
幸
な
戦
争

後
再
び
新
制
中
学
発
足
と
と
も
に
、

男
女
共
学
の
第
一
回
生
と
し
て
近
江

兄
弟
社
学
園
中
学
校
に
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
多
感
な
中
学
高
校
で
の
六
年
間

を
、既
に
昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
年
）

日
本
に
帰
化
さ
れ
夫
人
の
姓
を
名

乗
っ
て
、一
柳
米
来
留（
メ
レ
ル「
ア
メ

リ
カ
よ
り
来
た
っ
て
留
ま
る
」）と
な

ら
れ
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
先
生
と
一
柳
満

喜
子
先
生
か
ら
実
に
深
い
人
格
的

薫
陶
を
受
け
ま
し
た
。一
時
は
宗
教

教
育
に
反
抗
的
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、今
改
め
て
想
い
起
こ
し

ま
す
と
、こ
の
時
期
の
精
神
的
教
育

は
私
の
人
間
形
成
に
と
っ
て
少
な
か

ら
ぬ
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。　
当
社

と
の
間
に
、入
社
以
前
か
ら
何
と
不

思
議
な
ご
縁
が
あ
っ
た
と
は
、思
い
が

け
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、人
と
人
と
の

つ
な
が
り
は
、不
思
議
な
因
縁
の
中

で
生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
思

い
を
、一
層
深
く
し
て
い
ま
す
。　
明

治
三
十
八
年（
一
九
〇
五
年
）英
語
教

師
と
し
て
、一
柳
米
来
留
先
生
が
近

江
八
幡
に
来
日
さ
れ
、播
か
れ
た
一

粒
の
種
が
、大
き
な
広
が
り
と
な
っ

て
、各
方
面
に
し
っ
か
り
と
根
付
い
て

い
る
の
を
実
感
し
ま
し
た
。」

 

昨
年（
二
〇
二
二
年
）三
月
に
ご
逝

去
と
の
訃
報
が
届
き
ま
し
た
。謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

林 

潤
氏 

（
幼
19
回 

中
３
回 

高
４
回
卒
）

3
18土
2023 年

3
19土 21火
2023 年14:00

15:00
14:00
15:00

●吹奏楽部のオープニング演奏
●礼拝
●テープカット
●卒業生のメッセージ・演奏

～
㊗

　本当に楽しい思い出を作れてよかったで
す。この小学校で良かったです。

田井中　玲央（第69回卒）
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１
月
28
日（
土
）の
創
立
１
０
０
周
年
記
念「
い
の
ち
と
平
和

の
集
い
」（
講
師 

森
本
二
太
郎
氏
）の
開
催
を
も
っ
て
、一
連
の
１

０
０
周
年
関
連
行
事
は
終
わ
り
、次
年
度
か
ら
は
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
学
園
創
立
１
０
０
周
年
事
業
は
、単
な
る
式
典
だ
け
に
終
わ

ら
せ
ず
一
年
間
を「
創
立
１
０
０
周
年
記
念
の
年
」と
し
て
学
内

外
を
問
わ
ず
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
最
初
の
取
り
組
み
で
あ
る「
学
園
音
楽
会
」は
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
発
表
会
と
な
り
ま

し
た
が
、引
き
続
き
３
月
末
か
ら
卒
業
生
で
写
真
家
の
桃
井
一

至
氏
に
よ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
写
真
展「
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ 

Ｔ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
」を
３
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
ハ
イ
ド
記
念
館
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
土
日
や
連
休
中
も
開
催
し
、全
国
か
ら
数
多
く
の
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
休
館
な
し
の
開
催
で
し
た
が
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
小
学
校
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
同
窓
生
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、６
月
か
ら
は
近
江
八
幡
市
や
地
域
の
皆
さ
ん
、滋
賀
県

立
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
と
共
に
計
画
実
施
し
た「
近
江
八
幡

百
人
百
景
」で
は
、近
江
八
幡
の
歴
史
風
景
を
撮
影
す
る
だ
け
で

な
く
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
群
な
ど
を
巡
り
、「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
愛

し
た
近
江
八
幡
」を
肌
で
感
じ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
も
地
元
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
が
あ
り
ま

し
た
。

　
学
内
で
は
、
小
学
校
閉
校
事
業
と
併
せ
て
小
学
校
在
校
生
と

卒
業
生
に
よ
る
「
Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｗ
ａ
ｙ 

ｔ
ｏ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｌ
ｏ
ｒ
ｄ
」
の

木
彫
り
制
作
、
中
学
生
に
よ
る
探
究
学
習
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
研

究
」
や
高
校
生
と
海
外
交
流
校
に
よ
る
国
際
交
流
企
画
「
コ
ロ

ナ
禍
の
今
こ
そ
、
世
界
の
仲
間
の
想
い
を
知
ろ
う
」
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
に
入
り
卒
業
生
の
写
真
家 

野
口
進
氏
の
ご
協
力
に
よ

　
１
月
28
日（
土
）の
創
立
１
０
０
周
年
記
念「
い
の
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と
平
和

の
集
い
」（
講
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森
本
二
太
郎
氏
）の
開
催
を
も
っ
て
、一
連
の
１

０
０
周
年
関
連
行
事
は
終
わ
り
、次
年
度
か
ら
は
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
学
園
創
立
１
０
０
周
年
事
業
は
、単
な
る
式
典
だ
け
に
終
わ

ら
せ
ず
一
年
間
を「
創
立
１
０
０
周
年
記
念
の
年
」と
し
て
学
内

外
を
問
わ
ず
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
最
初
の
取
り
組
み
で
あ
る「
学
園
音
楽
会
」は
コ
ロ
ナ
感
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症
拡
大
の
影
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を
受
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オ
ン
ラ
イ
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発
表
会
と
な
り
ま

し
た
が
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月
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生
で
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に
よ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
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真
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Ｏ
Ｒ
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３
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に
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て
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催
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日
や
連
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も
開
催
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の
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開
催
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さ
ん
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ご
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を
得
て
成
功
裏
に
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え
る
こ
と
が
で
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ま
し
た
。

　
ま
た
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月
か
ら
は
近
江
八
幡
市
や
地
域
の
皆
さ
ん
、滋
賀
県

立
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
と
共
に
計
画
実
施
し
た「
近
江
八
幡

百
人
百
景
」で
は
、近
江
八
幡
の
歴
史
風
景
を
撮
影
す
る
だ
け
で

な
く
、ヴ
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ー
リ
ズ
建
築
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な
ど
を
巡
り
、「
ヴ
ォ
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リ
ズ
が
愛

し
た
近
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八
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」を
肌
で
感
じ
る
良
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機
会
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な
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こ
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事
業
に
も
地
元
の
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生
の
皆
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の
ご
尽
力
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り
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学
内
で
は
、
小
学
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閉
校
事
業
と
併
せ
て
小
学
校
在
校
生
と

卒
業
生
に
よ
る
「
Ｏ
ｎ
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Ｗ
ａ
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ｔ
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ｔ
ｈ
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Ｌ
ｏ
ｒ
ｄ
」
の

木
彫
り
制
作
、
中
学
生
に
よ
る
探
究
学
習
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
研

究
」
や
高
校
生
と
海
外
交
流
校
に
よ
る
国
際
交
流
企
画
「
コ
ロ

ナ
禍
の
今
こ
そ
、
世
界
の
仲
間
の
想
い
を
知
ろ
う
」
な
ど
が
実

施
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。
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に
入
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野
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ご
協
力
に
よ
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り
、ハ
イ
ド
記
念
館
で「
写
真
で
見
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園
生
徒
た

ち
の
１
０
０
年
」写
真
展
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、卒
業
生
に

と
っ
て
は
懐
か
し
い
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
３
日（
木
・
祝
）に
は
、創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
を

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
平
和
礼
拝
堂
で
実
施
し
２
２
０
名
を
超
え
る
来
賓

を
お
迎
え
し
、当
日
の
参
加
生
徒
や
教
職
員
を
含
め
て
約
２
７

０
名
が
入
っ
た
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、中
高

の
生
徒
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
、教
職
員
も
別
室
で
の
視
聴
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
や
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
も
限
定
配
信
を
す
る

な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
異
例
の
記
念
式
典
と
な
り
ま
し
た
が
、生

徒
た
ち
の
進
行
や
出
演
、映
像
に
よ
る
同
窓
生
や
海
外
の
交
流

校
の
出
演
・
学
校
紹
介
な
ど
に
よ
り
、学
園
の
過
去
や
現
在
の
姿

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
式
典
の
最

後
に
は
、学
園
の
未
来
に
向
け
て「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
み
ら
い
構
想
」

を
発
表
し
、小
中
高
生
代
表
に
よ
る「
未
来
宣
言
」が
力
強
く
発

表
さ
れ
、創
立
式
典
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、学
園
は
多
く
の
卒
業
生
や
地
域

の
皆
さ
ん
、そ
し
て
素
晴
ら
し
い
生
徒
た
ち
・
教
職
員
に
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
１
０
０
年
間
に
深
く
刻
ま
れ

た
歴
史
と
絆
を
振
り
返
り
、先
人
た
ち
や
学
園
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
同
窓
生
の
皆
さ
ん
・
地
域
の
皆
さ
ん
方
に
感
謝
し
、

変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
変
え
る
べ
き
も
の
を
見
極
め
な
が

ら
、次
の
１
０
０
年
の
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
決
意
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※

別
紙
に
ご
寄
付
の
お
願
い
文
書
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
。
同
窓

生
の
皆
様
に
は
特
に「
ハ
イ
ド
館
保
存
の
た
め
」の
ご
寄
付
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

り
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０
０
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催
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懐
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。
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は
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０
０
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を
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、当
日
の
参
加
生
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や
教
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を
含
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て
約
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０
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が
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た
会
場
は
熱
気
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包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、中
高

の
生
徒
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
、教
職
員
も
別
室
で
の
視
聴
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
や
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
も
限
定
配
信
を
す
る

な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
異
例
の
記
念
式
典
と
な
り
ま
し
た
が
、生

徒
た
ち
の
進
行
や
出
演
、映
像
に
よ
る
同
窓
生
や
海
外
の
交
流

校
の
出
演
・
学
校
紹
介
な
ど
に
よ
り
、学
園
の
過
去
や
現
在
の
姿

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
式
典
の
最

後
に
は
、学
園
の
未
来
に
向
け
て「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
み
ら
い
構
想
」

を
発
表
し
、小
中
高
生
代
表
に
よ
る「
未
来
宣
言
」が
力
強
く
発

表
さ
れ
、創
立
式
典
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、学
園
は
多
く
の
卒
業
生
や
地
域

の
皆
さ
ん
、そ
し
て
素
晴
ら
し
い
生
徒
た
ち
・
教
職
員
に
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
１
０
０
年
間
に
深
く
刻
ま
れ

た
歴
史
と
絆
を
振
り
返
り
、先
人
た
ち
や
学
園
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
同
窓
生
の
皆
さ
ん
・
地
域
の
皆
さ
ん
方
に
感
謝
し
、

変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
変
え
る
べ
き
も
の
を
見
極
め
な
が

ら
、次
の
１
０
０
年
の
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
決
意
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※

別
紙
に
ご
寄
付
の
お
願
い
文
書
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
。
同
窓

生
の
皆
様
に
は
特
に「
ハ
イ
ド
館
保
存
の
た
め
」の
ご
寄
付
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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謝
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ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園
学
園
長 　会費納入ありがとうございます。宛名表紙裏の振込用紙を切り

取ってご使用ください。同窓会員の増加に伴って管理、活動費など
も多く必要となっています。ぜひ、同窓会活動費、母校への応援とし
て会費納入をお願い致します。
　尚、昨年より同窓会活動のための寄附金のご協力を募っておりま
す。ご協力いただける方は振込用紙にてご入金くださいますようお願
い申し上げます。HPの広告についても引き続き募集しております。
　振込はゆうちょ銀行・滋賀銀行で扱っております。滋賀銀行の場
合には手数料が自己負担となりますので、ご承知ください。

　終身会費   15,000円
　年次会費     3,000円 但し、５回納入で終身会費に切り替えます。
　寄附金  一口2,000円

※振込用紙控えを領収書としております。便宜上、会費納入
　済みの方にも振込用紙を同封しております。ご了承ください。

会費納入のお願い

発行 ： ヴォーリズ学園同窓会事務局
編集 ： 会報部
　　　（〒５２３-０８５１ 滋賀県近江八幡市市井町１７７学校法人ヴォーリズ学園内）
印刷 ： 株式会社ヤマプラ

　クラス、学年、クラブごとなどの同窓会を開催される場合に
同窓会より補助をしています。クラス、学年単位に限りまして開
催案内のためのタックシールを提供しています。学園の窓口で
の申請が必要ですが、遠方の場合は電話で受け付け、確認次第
郵送しています。同窓会開催後、補助金申請書と共に報告
（400字以内）と写真をお送りください。同窓会報に掲載させ
ていただきます。

補助金額：一律 10,000円
　※但し、同団体は会計年度内に1回補助といたします。

申請条件： 
 1.同窓会を行ってから3ヶ月以内の申請であること。
 2.参加人数が1クラスあたり５名以上の規模であること。 
 3.かかった費用が10,000円以上であること。

 4.会報に写真と感想文の掲載を認めること。
  （ただし、紙面の都合で次回まわしや部分カットをする場合
　　　 があります）
 5.添付書類
  ・会場費等領収証のコピー（費用が１万円以上であることの証明） 
  ・会報に載せる記念スナップ写真１枚および感 想文
　　　400字以内（できればデータをCDに入れて提出してください。
　　　 いただいた原稿は返却できません。）
  ・開催にあたり連絡した対象者名簿
　　　（名簿管理にのみ利用します）
お問い合わせ：

所定の申請書に詳細を記入後、添付書類とともに、
郵送あるいは同窓会事務局へ直接提出してください。
申請書はHPよりダウンロードできます。

同窓会の補助申請

Tel. 0748-32-3444　Fax. 0748-32-3974

〒523-0851 滋賀県近江八幡市市井町177
　　　　　　   ヴォーリズ学園同窓会

担当者 ： 堀井 ・ 山中・青木
（直接来られる場合は、本館 1 階の法人本部にお越しください）

同窓会事務局 連絡先

日　時　　2023 年4 月29 日(土・祝 )   11:00 ～ 15:00
場　所　　ヴォーリズ学園教育会館
設　定　　テーブルと椅子を用意しております。飲食物は持ち込み可です。
内　容　　少しですが、ミニコンサート・ビデオレター紹介など準備をしております。

小学校閉校イベント ～ホームカミングデー～

　前号でお知らせしておりました「小学校閉校イベント～ホームカミングデー～」を開催します。懐かしい教育
会館にどうぞお越しください。小学校卒業生だけでなく、この日は「ホームカミングデー」として教育会館を開
放します。時節柄、飲食物についての用意は致しません。お近くのお店で購入されたものの持ち込みは構い
ませんので、ご自由にどうぞ。

161


